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【これは速報であり、数値等は今後も変わることがある】 

熊本県熊本地方を震源とする地震について 

平成 28 年 4 月 26 日(07:50)現在 

非 常 災 害 対 策 本 部  

 

１．地震の概要 

（１）発生日時  平成28年4月16日 1:25（本震） 

（２）震源及び規模（暫定値） 

熊本県熊本地方（北緯32度45.2分、東経130度45.7分）、深さ12km、マグニチュード7.3 

（３）震度（気象庁26日 06:00） 

【14日21:26以降に発生した震度6弱以上の地震】 

14日 21:26 震度７  熊本県熊本 

14日 22:07 震度６弱 熊本県熊本 

15日  0:03 震度６強 熊本県熊本 

16日  1:25 震度７  熊本県熊本 

  16日  1:46 震度６弱 熊本県熊本 

  16日   3:55 震度６強 熊本県阿蘇 

   16日  9:48 震度６弱 熊本県熊本 

 【震度4以上の地震の発生推移】 

 14日 21時～24時 12回 

 15日   0時～24時 12回 

 16日  0時～24時  45回 

 17日  0時～24時 11回 

 18日  0時～24時   5回 

 19日  0時～24時  4回 

  20日  0時～24時  1回 

21日  0時～24時  2回 

22日  0時～24時  1回 

23日  0時～24時  0回 

24日  0時～24時  0回 

25日   0時～24時  1回 

26日   0時～ 3時  0回 

3時～ 6時  0回 

※ 26日 06時現在、震度１以上を観測する地震が905回発生。 
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２．九州北部地方の気象状況 

 【九州北部地方の今後の見通し】 

● 九州北部地方では、今日(26 日)は、気圧の谷の影響で概ね曇りで夜は雨となる見込

み。日中は気温が上がり最高気温は25℃に達する所がある見込み。体調管理に留意。 

● 明日(27日)から明後日(28日)にかけては雨となり、大雨となる可能性もある。今夜

から明日 6 時までの多いところでは総雨量 30 ミリから 40 ミリで、その後も雨量は

増える見込み。 

● 地震により地盤の緩んでいる地域では、引き続き土砂災害に注意。 

 

３．政府の対応 

 （14日） 

21:31 官邸対策室設置、緊急参集チーム招集 

21:36 総理指示発出 

21:55 緊急参集チーム協議 

22:10 非常災害対策本部設置 

22:13 官房長官会見 

23:21 第 1回非常災害対策本部会議 

23:25 内閣府情報先遣チーム出発 

23:55 官房長官会見 

（15日） 

5:59 緊急参集チーム協議 

7:40 官房長官会見 

8:08 第２回非常災害対策本部会議 

10:06 官房長官会見 

10:40 非常災害現地対策本部設置 

13:00 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

16:07 第３回非常災害対策本部会議 

16:49 官房長官会見 

17:00 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

（16日） 

 2:38 総理指示発出  

   2:38 緊急参集チーム協議 

   3:28 官房長官会見 

    5:10 第４回非常災害対策本部会議 

    5:52 官房長官会見 

   10:00 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

   11:30 第５回非常災害対策本部会議 

   12:13 官房長官会見 
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16:00 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

   18:30 第６回非常災害対策本部会議 

   19:28 官房長官会見 

（17日） 

  10:58 緊急参集チーム協議 

11:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

11:37 第７回非常災害対策本部会議 

12:34 官房長官会見 

16:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

17:00 被災者生活支援チーム会合 

  17:59 緊急参集チーム協議 

18:33 第８回非常災害対策本部会議 

   19:19 官房長官会見 

  （18日） 

   11:24 官房長官会見 

   11:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

   15:59 緊急参集チーム協議 

   16:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

   16:34 第９回非常災害対策本部会議 

   17:43 官房長官会見 

  （19日） 

   10:12 官房長官会見 

   11:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

   16:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

   16:59 第10回非常災害対策本部会議 

   17:54 官房長官会見     

  （20日） 

   11:23 官房長官会見 

15:34 第11回非常災害対策本部会議 

16:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

16:38 官房長官会見 

（21日） 

  11:25 官房長官会見 

   15:04 第12回非常災害対策本部会議 

   16:19 官房長官会見 

16:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

（22日） 

10:11 萩生田官房副長官会見 

16:05 第13回非常災害対策本部会議 

16:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 
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16:53 官房長官会見 

（23日）  総理による熊本地震に係る被災状況視察 

13:00 第14回非常災害対策本部会議 

16:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

 （24日） 

   09:30 第15回非常災害対策本部会議 

   16:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

 （25日） 

11:11 官房長官会見 

16:11 第 16回非常災害対策本部会議 

16:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議 

17:08 官房長官会見 

（26日） 

  14:05 第 17回非常災害対策本部会議（予定） 

  16:30 政府現地対策本部・熊本県災害対策本部合同会議（予定） 

 

４．被害等状況（未確認情報を含む） 

（１）人的被害（4月 15日からの累計）（警察庁26日 06:50）（消防庁26日 06:50） 

                      （人） 

場 所 死亡 重傷 軽傷 

福岡県 0 1 17 

佐賀県 0 4 9 

熊本県 49 271 1,054 

大分県 0 4 22 

宮崎県 0 3 5 

合計 49 283 1,107 

・ 南阿蘇村河陽地区高野台における捜索において、25 日 16 時頃 1 名(71 歳・男性)

を発見し死亡を確認。 

 

【南阿蘇村での活動状況】（警察庁26日06:50、消防庁26日06:20、防衛省26日07:00、

国交省26日 04:30） 

立野地区阿蘇大橋周辺等において活動中。 

警察：約15人  

消防：約91人 

自衛隊：26日の活動については県と調整中 

国土交通省：無人重機7台 

※ 他、現地建設業社重機6台 
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（２）建物被害（消防庁26日 06:50） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）道路その他被害・復旧状況 

● 道路（国土交通省26日 04:30） 

〔高速自動車道〕 

（3路線） 

○ 九州自動車道等 

【通行止め】 

・ 今月中に九州自動車道全線を一般開放予定 

・ 植木IC～益城熊本空港ICについては、物資輸送車両・高速バスが通行可 

・ 八代IC～嘉島JCT～小池高山ICについては、今週前半に一般開放予定（九州

南側から熊本への大動脈が回復） 

・ 植木 IC～八代 IC（緑川 PA 付近府領跨道橋が高速道路上に落橋（撤去済み）、

益城バスストップ付近盛土法面崩落（崩落した盛土を復旧中）、木山川橋渡河

部橋桁ずれ（橋梁を支えるベント設備を設置中）） 

○ 大分自動車道 

【通行止め】 

・ 湯布院IC～日出JCT（高所橋梁部で桁損壊調査中） 

〔国道〕 

○ 直轄国道 

【通行止め】２区間 

・ 国道57号阿蘇大橋地区：斜面崩壊（無人施工機械により土砂撤去用進入路を

整備中） 

・ 国道 210 号大分県日田市天瀬町～大分県玖珠郡玖珠町：全面通行止め（落石

の恐れ） 

○ 補助国道 

【通行止め】8区間 

 

都道府県名 

住宅被害 非住家被害  

火災 全壊 半壊 一部 

破損 

公共 

建物 

その他 

 棟 棟 棟 棟 棟 件 

山口県   3    

福岡県  1 228  1  

佐賀県       

長崎県   1    

熊本県 1,696 1,610 2,349 71 263 16 

大分県  3 131  2  

宮崎県  2 14    

合 計 1,696 1,616 2,726 71 266 16 
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※ 国道325号阿蘇大橋崩壊 

〔県道〕 

・ 県道通行止め：53区間 

※ 熊本県道28号線（熊本高森線）俵山トンネル：覆工コンクリート崩落 

● 鉄道（国土交通省26日 04:30） 

 〔新幹線〕 

    【休止路線】熊本～新水俣 

     応急復旧工事が順調に進めば、試験走行を経て数日中に全線運転再開の見込み 

     〔在来線〕運転休止：２事業者２路線 

【休止路線】 

・ JR 九州：１路線 豊肥線（肥後大津～豊後竹田） 

・ 南阿蘇鉄道：１路線 高森線（全線）         

   【復旧路線】（24日始発より運転再開） 

・ JR九州：肥薩線（八代～吉松） 

  ● 空港（国土交通省26日 04:30） 

・ 通常運用（大分、福岡、北九州、佐賀、長崎） 

・ 熊本空港：通常の約７割運航中（24時間利用可能） 

● 河川（国土交通省26日 04:30） 

・ 被害箇所：直轄138箇所、補助238箇所 

● 港湾（国土交通省26日 04:30） 

・ 被害箇所：一部液状化等（熊本港、八代港、三角港、別府港） 
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（４）避難状況（消防庁26日 06:50） 

● 避難指示 ４市４町 408世帯 700人以上 

       ◆熊本県 

市町村 対象世帯数 対象人数 発令日時 

熊本市 

22 55 
4 月 21日 

12:55 

6 15 
4 月 24日 

11:25 

八代市 3 12 
4 月 19日 

10:30 

宇土市 

77 114 
4 月 18日 

10:00 

9 19 
4 月 21日 

18:50 

宇城市 

 

6 17 
4 月 19日 

17:30 

25 63 
4 月 19日 

19:15 

2 5 
4 月 19日 

21:30 

6 15 
4 月 20日 

18:00 

22 53 
4 月 21日 

13:40 

高森町 6 19 
4 月 24日 

15:40 

御船町 108 308 
4 月 24日 

17:15 

益城町 

30 確認中 
4月 21日 

13:45 

70 確認中 
4月 21日 

13:45 

6 確認中 
4月 23日 

17:00 

8 確認中 
4月 23日 

17:00 

甲佐町 2 5 
4 月 18日 

18:10 

小計（発令中） 408 700  
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● 避難勧告 ４市６町１村 41,930世帯 109,223人以上 

 ◆熊本県 

市町村 対象世帯数 対象人数 発令日時 

熊本市 

36 90 
4 月 20日 

12:43 

13 確認中 
4月 21日 

3:50 

11 30 
4 月 21日 

13:15 

18 45 
4 月 23日 

14:30 

1 2 
4 月 25日 

18:45 

菊池市 700  2,000 
4 月 18日 

13:30 

阿蘇市 

219 569 
4 月 19日 

7:30 

215 614 
4 月 19日 

14:30 

16 52 
4 月 21日 

15:30 

1,690 4,217 
4 月 22日 

9:30 

合志市 2 3 
4 月 23日 

15:23 

美里町 69 207 
4 月 22日 

8:00 

大津町 13,531 34,090 
4 月 16日 

3:44 

菊陽町 76 209 
4 月 22日 

7:00 

南阿蘇村 2,000 4,694 
4 月 22日 

12:08 

御船町 7,025 17,373 
4 月 16日 

22:00 

益城町 

9 確認中 
4月 21日 

10:51 

12,000 34,000 
4 月 21日 

13:45 

甲佐町 4,299 11,028 
4 月 16日 

16:50 

小計（発令中） 41,930 109,223  
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● 避難所の状況 

・ 熊本県：561箇所、避難者数：48,238人（25日 13:30） 

・ 大分県：27箇所、93人（25日 13:30） 

・ 長崎県：1箇所、1人（25日 15:00） 

・ 宮崎県：1箇所、0人（25日 18:50） 

● 南阿蘇中学校体育館避難所においてノロウイルス迅速検査の結果、陽性1名（厚生

労働省23日 22:00） 

 

（５）原子力発電所の状況（原子力規制庁26日 06:50） 

発電所名 

(電力会社) 
立地市町村 状況 

立地市町村最大震度 

（日時） 

玄海（九州） 佐賀県玄海町 異常なし ３（16日 1:26） 

川内（九州） 鹿児島県薩摩川内市 異常なし ４（16日 1:26） 

伊方（四国） 愛媛県伊方町 異常なし ４（16日 1:26） 

島根（中国） 島根県松江市 異常なし ３（16日 1:26） 

 

（６）ライフライン等の状況 

● 電力（経済産業省26日 06:00） 

・ 九州電力：停電解消（土砂崩れ等により復旧困難な場所を除く。） 

・ 送電が困難となっている阿蘇市、高森町、南阿蘇村には、全国から手配した

電源車の活用により通電中  

● ガス（経済産業省26日 06:00） 

【西部ガス（都市ガス）】 

・ 熊本市周辺約5万 6,000戸の供給停止。 

・ 26 日 06:00 時点で医療施設等26箇所に臨時供給。 

・ 行政施設、体育館、医療施設、ホテル等の72施設は供給再開済み。 

・ 26 日 06:00 時点で約45％が復旧。4月中に6割の復旧、5月 8日までの復旧

完了を目指して取組中 

※ 経済産業省は、18日、西部ガスから、熊本県内の供給区域（熊本市等）の

小売料金に係る特別措置（料金の支払期日の延長、ガス料金の免除等）に

関する認可申請を受け、同日認可。 

  【ＬＰガス】 

・ LP ガス充填所:熊本県内にある41箇所の充填所については、すべて営業 

● 石油（コンビナート・SS）（経済産業省26日 06:00） 

・ 熊本県内の全SS（797箇所）のうち、730箇所（９割超）の稼働を確認。中核

SS（34箇所）はすべて稼働中 

  ● 水道（厚生労働省26日 07:20） 

・ 3県 11市町村で1万 6,495戸が断水 

（熊本県：1万 6,393 戸、大分県：2戸、宮崎県：約100戸） 

 ※四捨五入のため合計値と合わないことがある。 
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● 下水道（国土交通省26日 04:30） 

・ 一部施設で被害があるが、処理機能は確保 

● 通信（総務省26日 05:30） 

○ 固定電話 

・ 熊本エリア：すべて復旧 

・ 特設公衆電話：62 台、衛星携帯電話：618 台、無料公衆無線 LAN アクセスポ

イント：663台、携帯電話充電器（マルチチャージャ）628台を避難所・行政

機関に配備。 

○ 携帯電話・PHSの停波状況：合計21局（携帯電話13局、PHS 8局） 

・ ＮＴＴドコモ：4局停波（熊本） 

・ ＫＤＤＩ（au）：4局停波（熊本） 

・ ソフトバンク：【携帯電話】5局停波（熊本） 

【ＰＨＳ】8局停波（熊本） 

※ 全ての市町村役場をカバー 

※ 避難所における携帯電話による通信の疎通を確認済 

● 小売（経済産業省26日 06:00） 

・ 熊本県内のコンビニエンスストア主要３社（セブンイレブン、ローソン、フ

ァミリーマート）の状況：営業中588、休止中6 

・ 熊本県内のスーパーマーケット主要４社（イオン、イズミ、サンリブ、西友）

の状況：営業中49、休止中8 

 

（７）医療施設等の状況（厚生労働省26日 07:20） 

建物損壊のリスクがある医療施設8箇所、ライフラインに問題がある医療施設42箇所 

・ 高齢者施設（全 1,234 施設）：人的被害は 14 件 24 名（人命にかかる被害はなく、

外傷・転倒・骨折等）。物的被害343施設 

・ 障害児・者入所施設、熊本労災特別介護施設等：人的被害なし 

・ 児童福祉施設等（全30施設）：人的被害なし。物的被害は15施設 

 

（８）災害廃棄物関係（環境省26日 01:00） 

・ 熊本県内各市町村で災害廃棄物の仮置場が順次設置され（23市町村、合計42箇所

カ所）、災害廃棄物を搬入中 

・ 熊本市、宇土市及び宇城市においては、市内のごみ集積所に災害廃棄物を搬入中 

 

５．物資・生活支援の状況（内閣府26日 06:00） 

● 飲料・水・毛布等の物資の調達及び被災地への供給について、内閣府に関係省庁  

が集まって一元的な調整を実施。調達物資について、日本通運鳥栖流通センター（佐

賀県鳥栖市）等に搬入した後、各市町村に直接供給を実施中。 

● ４月 19 日までにプッシュ型支援第一弾の食料約 90 万食、22 日までに第二弾の食料

約95万食、合計約185万食の発送を完了。 
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● 主な供給品目リスト（4月 17日～22日） 

食料 約 185万食 生活用品 

（内訳） 

パン・おにぎり・パックご飯 約 96万食 

カップ麺          約 51万食 

レトルト食品        約 8万食 

ベビーフード        約１万食 

介護食品          約１万食 

缶詰            約 15万食 

栄養補助食品        約 10万食 

ビスケット         約 3万食 

粉ミルク(アレルギー対応含む）約2.4ｔ 

（内訳） 

肌着・下着・ソックス 約 20万枚 

水無しシャンプー   約 0.4万個 

ウェットティッシュ  約 12万個 

ハンドソープ     約 13万個 

手指消毒液      約 2万個 

液体歯磨き・洗口液  約 0.1万個 

歯磨きシート     約 0.2万枚 

ガスコンロ      0.1万台 

ガスボンベ      0.2万本 

  ※端数処理のため合計値と合わないことがある。 

●食料については、現地のニーズをもとに、４月23日から、おかずとなる食品や子供・

高齢者向けの食品で、保存性の高い食品を中心に約20万食程度の発送を開始しており、

全ての発送を4月 25日までに完了。 

●主な供給食品リスト（4月 23日～25日）  

食料 約 20万食 生活用品 

（内訳） 

カップラーメン      約 1万食 

レトルト食品       約 6万食 

缶詰           約 5万食 

ビスケット        約 6万食 

栄養補助食品       約 2万食 

ベビーフード       約 0.3万食 

介護食品         約 0.3万食 

（内訳） 

ウェットティッシュ  約 4 万枚 

ビニールシート    約 0.2万枚 

マスク        約 120万枚 

ガスボンベ       0.2万本 

 

清涼飲料水         約 2万本 

※端数処理のため合計値と合わないことがある。 

 

● 「かんぽの宿 阿蘇」において、中広間等を近隣住民に開放し、数百名の避難者を

受入れ。食料・飲料を提供。（総務省23日 09:30） 

 

●自衛隊による物資輸送134ヶ所（25日 毛布164枚・日用品2,038箱・食料品137,950

食・飲料水30,571 本）、給食支援49ヶ所(25日 42,257食)、給水支援134ヶ所（25

日 645.1ｔ）、入浴支援25ヶ所（25日 6,542名）。（防衛省26日 00:00） 

 

●民間船舶「はくおう」休養施設利用者200人（25～26日）。（防衛省26日 00:00） 

 

●巡視船艇6隻が給水・入浴支援等を実施（海上保安庁26日 06:30） 
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●給水車108台で応急給水を実施（厚生労働省26日 07：20） 

 

●高齢者や体調不良者等を熊本県内の旅館・ホテルで53名受入れ(国土交通省25日) 

 

（参考） 

● 社会福祉協議会が運営する災害ボランティアセンター 

社会福祉協議会が運営し、一般の個人ボランティアを受け入れて、被災者の支援活

動を行う災害ボランティアセンターの状況は以下のとおり。 

※（）内は4月 25日までの参加人数。但し確定前の速報値であり、変更の可能性あり。 

・4月 19日開設 【熊本県】菊池市（273名）、宇土市、宇城市 

・4月 20日開設 【熊本県】南阿蘇村 【大分県】由布市 

・4月 21日開設 【熊本県】山都町、益城町（2,267名） 

・4月 22日開設 【熊本県】熊本市（3,794名）、美里町、大津町（547名）、 

         合志市、菊陽町（597名） 

・4月 25日開設 【熊本県】西原町 

合計 7,478名 

 

● NPO/NGO等のボランティア団体の活動（JVOAD準備会※提供情報） 

※JVOAD準備会：全国災害ボランティア支援団体ネットワーク準備会 

【活動団体数】（4月 25日時点） 

・熊本県域で活動している NPO 等の支援団体 89 団体（活動のための現地調査中の団

体含む） 

【主な動き】 

・ 4 月 19日には、政府現地対策本部と熊本県、JVOAD準備会で打ち合わせがもたれ（松

本副大臣出席）、ボランティアによる被災者支援が円滑に行われるため、県、NPO

等、社会福祉協議会で情報共有や連携・協働を図る場づくりが提案された。引き続

き、政府現地対策本部、県、JVOAD準備会が行われ、県庁内にJVOAD準備会の常駐

スペース設置が決定。 

・ 4月 19日以降、毎日19時に県庁にてNPO等の情報共有会議「熊本地震・支援団体

火の国会議」を実施し、現場状況の共有他、NPO等が相互に補完するための調整を

行っている（適宜、政府現地対策要員が本会議に参加。）。具体的には、食材調達運

搬と炊き出しの協働や、避難所運営支援と医療活動の協働など。 

・ 4 月 21 日には、熊本県健康福祉政策課福祉のまちづくり室にボランティア班が開

設された。また同日の熊本県災害対策本部において、JVOAD 準備会及び県内の NPO

等との連携開始について報告された。 

● 被災者支援システムの整備 

被災者が必要とする生活用品等を速やかに把握し届けるためのシステム及びタブ

レットの配備・運用を準備中。（総務省26日 05:30） 
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６．各省庁等の派遣状況 

（１）海上保安庁（26日 06:30） 

・ 巡視船艇10隻、航空機2機、機動救難士等4人 

 

（２）警察庁（26日 06:50） 

・ 警察災害派遣隊438人、ヘリ活動8機 

・ 避難所の被災者へ相談等を通じて不安軽減を図る各県部隊（福岡、佐賀、長崎、鹿

児島）15人及び「警視庁きずな隊」22人を派遣 

・ 被災（不在）家屋における盗難防止を図る特別自動車警ら部隊29台 90人を派遣 

【被災県体制】 

    熊本県警察 本部長以下2,200人 

 

（３）消防庁（26日 06:50） 

・ 緊急消防援助隊  108隊 390人 

・ 熊本県内消防本部 244人（常備）（25日 20:00） 

・ 消防団（熊本県内）2,138人（25日 20:00） 

・ 19 日各都道府県消防防災主管課に対し、エコノミークラス症候群の予防について

周知 

 

（４）防衛省・自衛隊（26日 00:00） 

・ 統合任務部隊（ＪＴＦ）編成（指揮官：西方総監）26,000人活動中 

航空機113機（うち、ヘリ97機）、艦艇12隻 

・ 即応予備自衛官の招集命令等を発出（最大約300人）、25日までに約160名が出頭。 

（５）厚生労働省 

・ 厚生労働省現地対策本部に職員30人を派遣（25日 12:00） 

・ 避難所等で活動する医療チーム146チーム（26日 07:20） 

 

（６）国土交通省（26日 04:30） 

・ リエゾン57人（2県 14市町村等） 

・ 緊急災害対策派遣隊等415人（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ392人、専門家23人） 

・ 防災ヘリ3機、災害対策用機械等79台 

（活動内容：自治体所管施設の被害状況調査の代行、救援ルートの確保、土砂災害

危険箇所の点検） 

・ 応急危険度判定士を増員して被災建築物の応急危険度判定を実施 10 市町村

23,857件実施（25日） 

 

（７）総務省（25日 17:00） 

・ 地方自治体からの派遣リエゾン1,009 人（熊本県及び市町村のニーズ把握・調整） 
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（８）農林水産省（26日 07:00） 

・ リエゾン30人（食料供給、農業用施設等の復旧支援等） 

 

（９）経済産業省（25日 14:00） 

・ リエゾン33人（電力・ガス・物資供給、中小企業等実態把握） 

 

（１０）環境省（26日 01:00） 

・ 被災自治体へごみ収集車を派遣 

熊本市へ 29 台派遣（福岡市・広島市・北九州市・日向市・松山市・京都市・長崎

市より） 

益城町へ9台派遣（神戸市より） 

 

（１１）気象庁 

・ 14日 23:37 以降、26日 06:00までに20回の記者会見を実施 

 

（１２）原子力規制庁 

・ 18日 10:30 原子力規制委員会 臨時会議開催 

・ 18日 11:23 原子力規制委員会 委員長記者会見 

    

 


